


佐藤組合長

山下幹次議長

収
入
保
険
制
度

早
島
町
に
感
謝
状
授
与

　

土
壌
診
断
事
業
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
長
年
に
わ
た
り
多
く

の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
き

ま
し
た
が
、診
断
機
器
の
老
朽
化

に
伴
い
令
和
３
年
度（
令
和
４
年

３
月
末
）を
も
っ
て
、廃
止
い
た
し

ま
す
。

　
な
お
、今
後
の
機
器
の
稼
働
状

況
に
よ
り
、令
和
４
年
３
月
末
を

待
た
ず
に
診
断
が
で
き
な
く
な

る
場
合
も
想
定
さ
れ
ま
す
。大
変

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
早
島
町
に
よ
る
農
業
保
険
の
保
険
料
等
助

成
措
置
の
実
施
を
受
け
て
、全
国
農
業
共
済

組
合
連
合
会
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。令
和
２
年
１２
月
１０
日（
木
）に
早
島
町
役

場
で
表
彰
伝
達
式
が
行
わ
れ
、佐
藤
組
合
長

か
ら
中
川
真
寿
男
町
長
に
感
謝
状
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
助
成
措
置
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
や
、今
後
起
こ
り
得

る
自
然
災
害
に
よ
る
農
業
収
入
の
減
少
等
に

備
え
る
た
め
、農
業
保
険（
収
入
保
険・農
業

共
済
）に
加
入
す
る
方
が
負
担
す
る
保
険
料

及
び
共
済
掛
金
の
一
部
を
町
が
補
助
す
る
も

の
で
す
。対
象
者
は
早
島
町
に
住
所
を
有
す

る
方
で
、令
和
２
年
１０
月
１
日
か
ら
令
和
３
年

３
月
３１
日
ま
で
に
農
業
保
険（
収
入
保
険・農

業
共
済
）に
加
入
申
込
さ
れ
た
方
と
な
り
ま
す
。

任
意
共
済（
建
物
共
済
・
農
機
具
共
済
）は

対
象
外
で
す
。

　
今
後
も
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
と
早
島
町
は
相
互
連

携
し
て
、農
業
者
の
生
活
安
定
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

（写真左）早島町長　中川真寿男 氏　 （写真右）組合長　佐藤俊和

　
令
和
３
年
１
月
２０
日（
水
）に
、岡
山

県
農
業
共
済
会
館
６
階
大
会
議
室
に
て
、

第
５
回
臨
時
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
代
定
数
１
２
６
名
の
う
ち
、会
場

出
席
者
１２
名
、
書
面
議
決
書
提
出
者

１
０
９
名
の
過
半
数
の
出
席
に
よ
り
、

臨
時
総
代
会
は
成
立
し
ま
し
た
。

　
議
長
に
は
、井
笠
地
区
の
山
下
幹
次

総
代
が
選
任
さ
れ
、「
事
業
規
程
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
」、「
農
作
物
共
済
危
険

段
階
別
共
済
掛
金
率
の
設
定
に
つ
い
て
」、

「
園
芸
施
設
共
済
危
険
段
階
別
共
済
掛

金
率
の
設
定
に
つ
い
て
」、「
損
害
評
価

会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
」の
４
議
案

に
つ
い
て
ご
審
議
い
た
だ
き
、原
案
の

と
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
１１
月
２４
日
に
、東
京
都
内
に

て「『
安
心
の
未
来
』拡
充
運
動
令
和
２
年

度
全
国
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
大
会
」が
開
催
さ
れ
、

農
業
共
済
功
績
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま

し
た
。岡
山
県
関
係
者
は
４
名
の
方
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
の
で
、紹
介
し
ま
す
。

第
１
号
表
彰

　
「
共
済
連
絡
員
、損
害
評
価
員
、損
害
評

価
会
委
員
、嘱
託・指
定
獣
医
師
と
し
て
、

農
業
共
済
事
業
の
適
正
な
運
営
と
進
展

に
協
力
し
、顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
者
」

●
損
害
評
価
会
委
員

　
藤
井　
毅
一 

氏（
岡
山
市
）

　
岸
野　
榮
治 

氏（
矢
掛
町
）

　
江
草　
健
治 

氏（
高
梁
市
）

　
礒
田　
満
男 

氏（
新
見
市
）

　
令
和
２
年
１１
月
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め
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う
ご
ざ
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す
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５
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５
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和
２
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度

農
業
共
済
功
績
者
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令
和
２
年
度

農
業
共
済
功
績
者
表
彰土壌診断の

廃止に
ついて
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103ha
（14％）

獣害

22ha
（3％）

風水害

43ha
（6％）

病害
49ha
（6％）

その他の被害

57ha
（8％）

スクミ
リンゴガイ

474ha
（63％）

トビイロウンカ

令和３年度　営農計画書

　
令
和
３
年
産
の
加
入
申
込
等
に
係
る
案
内
文
書
を
１
月
下
旬
に
送
付
い
た
し
ま

し
た
。封
筒
の
中
に
加
入
申
込
書（
緑
色
）を
同
封
し
て
い
ま
す
の
で
、未
提
出
の
方
は

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
自
動
継
続
特
約
を
付
帯
し
て
い
る
方
は
、確
認
の
通
知
の
み
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

加
入
方
式
等
に
つ
い
て
変
更
が
な
い
場
合
は
、昨
年
と
同
じ
内
容
で
の
加
入
と
な
り

ま
す
。た
だ
し
、営
農
計
画
書
の
提
出
は
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、未
提
出
の
方
は

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

加
入
申
込
書

営
農
計
画
書

獣
害
・
病
虫
害
対
策
に
水
稲
損
害
防
止
事
業
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

　
令
和
2
年
産
の
水
稲
は
、田
植
え
時
期
の
水
不

足
に
始
ま
り
、イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
獣
害
、ス
ク
ミ
リ

ン
ゴ
ガ
イ
に
よ
る
食
害
、い
も
ち
病
の
蔓
延
、ま
た

令
和
元
年
産
を
上
回
る
規
模
の
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ

の
吸
汁
に
よ
る
坪
枯
れ
な
ど
の
多
く
の
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。ま
た
近
年
で
は
、台
風
や
豪
雨
災

害
等
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害
が
甚
大
に
な
っ
て

お
り
、全
国
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
水
稲
共
済
に
加
入
し
て
、自
然
災
害
等
の
脅
威

に
備
え
ま
し
ょ
う
！

　
令
和
３
年
産
水
稲
共
済
加
入
者
を
対
象
に
、左
記
の
損
害
防
止
事
業
を
行
い
ま
す
。申
請
に

つ
い
て
は
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。申
請
用
紙
を
適
期
に
お
送
り
し
ま
す
。

「
令
和
３
年
度
営
農
計
画
書
」の
下
段
に

昨
年
の
水
稲
共
済
加
入
内
容
を
記
載
し
て
い
ま
す

　
昨
年（
令
和
２
年
産
）水
稲
共
済
に
加
入
が
あ
っ
た
方
は
、お
住
ま
い
の
地
域
の
各
地
域
再
生
協

議
会
か
ら
配
布
さ
れ
る「
令
和
３
年
度　
営
農
計
画
書
」下
段
に
加
入
内
容
を
記
載
し
て
お
り
ま
す
。

ご
自
身
の
昨
年
度
の
加
入
内
容
を
い
ま
一
度
ご
確
認
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
営
農
計
画
書
の
水
稲
共
済
加
入
内
容
表
示
欄
へ
内
容
変
更
の
記
載
を
さ
れ
て
も
、水
稲
共
済
の
加
入
内
容
の
変

更
は
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。ご
変
更
の
際
は
N
O
S
A
I
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申請期限

各地域再生協議会が
指定する提出先へ提
出をお願いします。

申込書類

提出期限：各地域再生協
議会からご案内の提出
期限をご確認ください。

最寄りのNOSAIまで
提出をお願いします。

提出期限：4月20日（火）
（ただし、田植え又は播種
前までは加入申込みが
できます。）

※イノシシ等捕獲檻の貸出については、わな狩猟免許取得者による管理が必要であるなどの貸出条件があります。
※イノシシ等侵入防止施設設置資材助成と病虫害防除薬剤購入助成については、令和３年産水稲の防護・防除の
ために新規で購入したものが対象です（除草剤等用途外のものについては助成の対象外となります）。
※補助事業等の助成金がある場合は、差し引いて支払をさせていただきます。

①イノシシ等捕獲檻の貸出 ：７月末
②イノシシ等侵入防止施設設置資材助成 ：１０月末
③病虫害防除薬剤購入助成 ：１０月末

令和2年産水稲共済
（一筆・半相殺方式）
共済金お支払い実績
・約2,500件
・約１億９千２百万円
をお支払いいたしました。

水
稲
共
済

いもち病による苗の発育阻害

スクミリンゴガイによる食害 イノシシによる倒伏被害

トビイロウンカによる吸汁被害

②営農計画書①水稲共済加入申込書

の
提
出
は
お
済
み
で
す
か
？

令和2年産水稲共済被害内訳

各地域再生協議会が
指定する提出先

NOSAI

①イノシシ等捕獲檻
　の貸出

②イノシシ等侵入防止
　施設設置資材助成

③病虫害防除薬剤
　購入助成

加入面積を限度とし、防除実施
面積10ａ当たり150円

支払時期：1月中旬予定

資材費の10％又は設置区域の
加入面積10ａ当たり1,000円
のいずれか低い額
支払時期：1月中旬予定

貸出基数には限りがあります

貸出時期：9月下旬から
              10月上旬予定

②と③の助成については、どちらか一方のみ選択できます。令和３年度で
終了します ※上限金額は個人の場合3万円、集団の場合10万円となります。
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103ha
（14％）

獣害

22ha
（3％）

風水害

43ha
（6％）

病害
49ha
（6％）

その他の被害

57ha
（8％）

スクミ
リンゴガイ

474ha
（63％）

トビイロウンカ

令和３年度　営農計画書

　
令
和
３
年
産
の
加
入
申
込
等
に
係
る
案
内
文
書
を
１
月
下
旬
に
送
付
い
た
し
ま

し
た
。封
筒
の
中
に
加
入
申
込
書（
緑
色
）を
同
封
し
て
い
ま
す
の
で
、未
提
出
の
方
は

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
自
動
継
続
特
約
を
付
帯
し
て
い
る
方
は
、確
認
の
通
知
の
み
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

加
入
方
式
等
に
つ
い
て
変
更
が
な
い
場
合
は
、昨
年
と
同
じ
内
容
で
の
加
入
と
な
り

ま
す
。た
だ
し
、営
農
計
画
書
の
提
出
は
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、未
提
出
の
方
は

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

加
入
申
込
書

営
農
計
画
書

獣
害
・
病
虫
害
対
策
に
水
稲
損
害
防
止
事
業
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

　
令
和
2
年
産
の
水
稲
は
、田
植
え
時
期
の
水
不

足
に
始
ま
り
、イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
獣
害
、ス
ク
ミ
リ

ン
ゴ
ガ
イ
に
よ
る
食
害
、い
も
ち
病
の
蔓
延
、ま
た

令
和
元
年
産
を
上
回
る
規
模
の
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ

の
吸
汁
に
よ
る
坪
枯
れ
な
ど
の
多
く
の
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。ま
た
近
年
で
は
、台
風
や
豪
雨
災

害
等
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害
が
甚
大
に
な
っ
て

お
り
、全
国
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
水
稲
共
済
に
加
入
し
て
、自
然
災
害
等
の
脅
威

に
備
え
ま
し
ょ
う
！

　
令
和
３
年
産
水
稲
共
済
加
入
者
を
対
象
に
、左
記
の
損
害
防
止
事
業
を
行
い
ま
す
。申
請
に

つ
い
て
は
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。申
請
用
紙
を
適
期
に
お
送
り
し
ま
す
。

「
令
和
３
年
度
営
農
計
画
書
」の
下
段
に

昨
年
の
水
稲
共
済
加
入
内
容
を
記
載
し
て
い
ま
す

　
昨
年（
令
和
２
年
産
）水
稲
共
済
に
加
入
が
あ
っ
た
方
は
、お
住
ま
い
の
地
域
の
各
地
域
再
生
協

議
会
か
ら
配
布
さ
れ
る「
令
和
３
年
度　
営
農
計
画
書
」下
段
に
加
入
内
容
を
記
載
し
て
お
り
ま
す
。

ご
自
身
の
昨
年
度
の
加
入
内
容
を
い
ま
一
度
ご
確
認
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
営
農
計
画
書
の
水
稲
共
済
加
入
内
容
表
示
欄
へ
内
容
変
更
の
記
載
を
さ
れ
て
も
、水
稲
共
済
の
加
入
内
容
の
変

更
は
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。ご
変
更
の
際
は
N
O
S
A
I
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申請期限

各地域再生協議会が
指定する提出先へ提
出をお願いします。

申込書類

提出期限：各地域再生協
議会からご案内の提出
期限をご確認ください。

最寄りのNOSAIまで
提出をお願いします。

提出期限：4月20日（火）
（ただし、田植え又は播種
前までは加入申込みが
できます。）

※イノシシ等捕獲檻の貸出については、わな狩猟免許取得者による管理が必要であるなどの貸出条件があります。
※イノシシ等侵入防止施設設置資材助成と病虫害防除薬剤購入助成については、令和３年産水稲の防護・防除の
ために新規で購入したものが対象です（除草剤等用途外のものについては助成の対象外となります）。
※補助事業等の助成金がある場合は、差し引いて支払をさせていただきます。

①イノシシ等捕獲檻の貸出 ：７月末
②イノシシ等侵入防止施設設置資材助成 ：１０月末
③病虫害防除薬剤購入助成 ：１０月末

令和2年産水稲共済
（一筆・半相殺方式）
共済金お支払い実績
・約2,500件
・約１億９千２百万円
をお支払いいたしました。

水
稲
共
済

いもち病による苗の発育阻害

スクミリンゴガイによる食害 イノシシによる倒伏被害

トビイロウンカによる吸汁被害

②営農計画書①水稲共済加入申込書

の
提
出
は
お
済
み
で
す
か
？

令和2年産水稲共済被害内訳

各地域再生協議会が
指定する提出先

NOSAI

①イノシシ等捕獲檻
　の貸出

②イノシシ等侵入防止
　施設設置資材助成

③病虫害防除薬剤
　購入助成

加入面積を限度とし、防除実施
面積10ａ当たり150円

支払時期：1月中旬予定

資材費の10％又は設置区域の
加入面積10ａ当たり1,000円
のいずれか低い額
支払時期：1月中旬予定

貸出基数には限りがあります

貸出時期：9月下旬から
              10月上旬予定

②と③の助成については、どちらか一方のみ選択できます。令和３年度で
終了します ※上限金額は個人の場合3万円、集団の場合10万円となります。
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建
物
共
済

　強風・大雨などの自然災害によって建物の一部が損壊したとき、損害修理にかかる
費用は平均で約３０万円※です。

損害が発生しても満額のご加入ではない場合、十分な共済金を受け取ることが
できません。

（※）ＮＯＳＡＩ岡山の建物総合共済で、令和元年度と令和2年度（10月まで）にお支払いした実績をもとに算出

　近年農作業中の死傷事故が全国で多数発生してお
り、平成30年の農作業中の死亡者数は274人にのぼ
ります。〈農林水産省「農作業死亡事故調査」より〉

　令和元年度岡山県内では211台に対して共済金を
お支払いしています。
　7割以上がコンバイン・トラクターの事故、衝突・接
触事故は6割以上となっています。
　農作業中に事故が起こりそうになってヒヤリとした
経験はありませんか？もしもの事故に備えて農機具共
済へのご加入をおすすめします。

農作業時の安全対策について

農機具共済加入のおすすめ

機種別事故状況

１．コンバイン 98台
２．トラクター 68台
３．田植機 12台
　その他 33台

原因別事故状況

１．衝突・接触 138台
２．異物の巻き込み 37台
３．墜落・転覆  17台
　その他  19台

共済金額（加入金額）と
共済掛金

事故例
（建物の場合） 共済金

1,000万円加入の場合
掛金：29,800円

台風により屋根が破損（風害）
修理費用：20万円

特約付き
1,000万円加入の場合
掛金：33,330円

63,333円

春先の急な突風・積雪にご注意ください！

令和２年９月改正の新たな園芸施設共済に加入された方の声

３月から５月にかけては、低気圧が急速に発達し「春の嵐」や「メイストーム（５月の嵐）」と呼ばれる
非常に激しい強風や急な積雪に見舞われる恐れがあります。

　ハウス栽培を約20年前に始めてから4～5年経った時に
台風によってハウスの骨組みに被害を受けました。当時は園芸
施設共済に加入していたことで共済金を十分に受け取ること
ができ、非常に助かりました。
　近年はハウスの設置年数の経過によって補償額が安くなっ
てきていると感じていたところ、職員の方から制度改正で充実
した補償内容で加入ができるようになったことを知りました。
そこで掛金は高くなりましたが、「付保割合追加特約」、「復旧
費用特約」による10割補償を選択しました。
　近年は台風が頻繁に発生していますし、ハウスの近くには
河川があって水没も危惧しているので、もしもの時のための
備えとして補償内容には非常に満足しています。

春先の気象

岡山県の被害状況

上記のとおり、予期せぬ災害による甚大な被害が発生しており、十分に備える必要があります。令和
２年９月の制度改正からは10割補償が可能となり、また、支払基準額を通常３万円から１万円にする
特約もできています。この機会にぜひ補償の充実もご検討ください！

復旧費用特約・付保割合追加特約・小損害１万円特約のご検討を！

園
芸
施
設
共
済

農
機
具
共
済

『小損害実損填補特約』がおすすめ！

●特約の加入要件

1,000万円以上
ご加入されている建物

●特約付きの掛金 特約に加入することで、
建物・家財・収納農機具ごとに
30万円までの損害額であれば、
実損害額を補償できます。
（地震・噴火・津波を除く）

・総合共済
掛金に3,530円 加算
・火災共済
掛金に1,000円 加算

〈総合共済のお支払い例〉　　※木造住宅で再取得価額（評価額）3,000万円の場合

２０万円
特約に加入で
満額のお支払い

❶日常的・定期的な点検と
　整備を行いましょう
❷作業環境の
　確認をしましょう
❸ブレーキの
　連結ロックの
　確認をしましょう

月

被害棟数
発生割合

4 5 6 7 8 9 10 11 12

19
16%

0
0%

1
1%

4
3%

1
1%

52
45%

8
7%

2
2%

29
25%

通常コース
お支払額  40万円

通常コース
お支払額  40万円

通常コースにプラスして復旧費用と付保追加を選択
お支払額  100万円

通常コースにプラスして復旧費用と付保追加を選択
お支払額  100万円

令和２年度の岡山県の被害状況（１２月末）は下表のとおりです。

４月は３番目に被害が多い月となっており、１９棟のうち２棟は急な積雪により全損となり、甚大な
被害を受けました。

※復旧費用特約はハウス本体（骨組み）のみの補償となります。

10割補償の例：再建築価額100万円（一般的なパイプハウス、10年経過）のハウスが全損した場合

事故を未然に防ぐため、
安全確認と対策を行いましょう。

充実した補償内容で
もしもの時のために

玉野市南七区　上野　繁さん（５８）
ナス（ビニールハウス２棟）
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建
物
共
済

　強風・大雨などの自然災害によって建物の一部が損壊したとき、損害修理にかかる
費用は平均で約３０万円※です。

損害が発生しても満額のご加入ではない場合、十分な共済金を受け取ることが
できません。

（※）ＮＯＳＡＩ岡山の建物総合共済で、令和元年度と令和2年度（10月まで）にお支払いした実績をもとに算出

　近年農作業中の死傷事故が全国で多数発生してお
り、平成30年の農作業中の死亡者数は274人にのぼ
ります。〈農林水産省「農作業死亡事故調査」より〉

　令和元年度岡山県内では211台に対して共済金を
お支払いしています。
　7割以上がコンバイン・トラクターの事故、衝突・接
触事故は6割以上となっています。
　農作業中に事故が起こりそうになってヒヤリとした
経験はありませんか？もしもの事故に備えて農機具共
済へのご加入をおすすめします。

農作業時の安全対策について

農機具共済加入のおすすめ

機種別事故状況

１．コンバイン 98台
２．トラクター 68台
３．田植機 12台
　その他 33台

原因別事故状況

１．衝突・接触 138台
２．異物の巻き込み 37台
３．墜落・転覆  17台
　その他  19台

共済金額（加入金額）と
共済掛金

事故例
（建物の場合） 共済金

1,000万円加入の場合
掛金：29,800円

台風により屋根が破損（風害）
修理費用：20万円

特約付き
1,000万円加入の場合
掛金：33,330円

63,333円

春先の急な突風・積雪にご注意ください！

令和２年９月改正の新たな園芸施設共済に加入された方の声

３月から５月にかけては、低気圧が急速に発達し「春の嵐」や「メイストーム（５月の嵐）」と呼ばれる
非常に激しい強風や急な積雪に見舞われる恐れがあります。

　ハウス栽培を約20年前に始めてから4～5年経った時に
台風によってハウスの骨組みに被害を受けました。当時は園芸
施設共済に加入していたことで共済金を十分に受け取ること
ができ、非常に助かりました。
　近年はハウスの設置年数の経過によって補償額が安くなっ
てきていると感じていたところ、職員の方から制度改正で充実
した補償内容で加入ができるようになったことを知りました。
そこで掛金は高くなりましたが、「付保割合追加特約」、「復旧
費用特約」による10割補償を選択しました。
　近年は台風が頻繁に発生していますし、ハウスの近くには
河川があって水没も危惧しているので、もしもの時のための
備えとして補償内容には非常に満足しています。

春先の気象

岡山県の被害状況

上記のとおり、予期せぬ災害による甚大な被害が発生しており、十分に備える必要があります。令和
２年９月の制度改正からは10割補償が可能となり、また、支払基準額を通常３万円から１万円にする
特約もできています。この機会にぜひ補償の充実もご検討ください！

復旧費用特約・付保割合追加特約・小損害１万円特約のご検討を！

園
芸
施
設
共
済

農
機
具
共
済

『小損害実損填補特約』がおすすめ！

●特約の加入要件

1,000万円以上
ご加入されている建物

●特約付きの掛金 特約に加入することで、
建物・家財・収納農機具ごとに
30万円までの損害額であれば、
実損害額を補償できます。
（地震・噴火・津波を除く）

・総合共済
掛金に3,530円 加算
・火災共済
掛金に1,000円 加算

〈総合共済のお支払い例〉　　※木造住宅で再取得価額（評価額）3,000万円の場合

２０万円
特約に加入で
満額のお支払い

❶日常的・定期的な点検と
　整備を行いましょう
❷作業環境の
　確認をしましょう
❸ブレーキの
　連結ロックの
　確認をしましょう

月

被害棟数
発生割合

4 5 6 7 8 9 10 11 12

19
16%

0
0%

1
1%

4
3%

1
1%

52
45%

8
7%

2
2%

29
25%

通常コース
お支払額  40万円

通常コース
お支払額  40万円

通常コースにプラスして復旧費用と付保追加を選択
お支払額  100万円

通常コースにプラスして復旧費用と付保追加を選択
お支払額  100万円

令和２年度の岡山県の被害状況（１２月末）は下表のとおりです。

４月は３番目に被害が多い月となっており、１９棟のうち２棟は急な積雪により全損となり、甚大な
被害を受けました。

※復旧費用特約はハウス本体（骨組み）のみの補償となります。

10割補償の例：再建築価額100万円（一般的なパイプハウス、10年経過）のハウスが全損した場合

事故を未然に防ぐため、
安全確認と対策を行いましょう。

充実した補償内容で
もしもの時のために

玉野市南七区　上野　繁さん（５８）
ナス（ビニールハウス２棟）
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　現金納入での支払忘れ等を未然に防止
するため、掛金等の納入にはできるだけ
口座振替をお願いします。
　現在口座振替を行っていない方や、
登録済みの口座や名義の変更をご希望の
方は「口座振替依頼書」を金融機関、もし
くはお近くのNOSAIまでご提出ください。
※「口座振替依頼書」が必要な方はお近くのNOSAIまでご連絡ください。

口座振替への切替をお願いします
令和３年４月１日より、
事務所が下記の住所に移転します。
住　　所　高梁市落合町近似267-29
　　　　　（西部家畜診療所２階）
電話番号　0866（21）0350　　
F A X　0866（22）3456
（電話番号・FAX番号の変更はありません）

高梁支所が移転します

家 畜 共 済
〇家畜診療所からのお願いについて
診療依頼や診療時について、組合員の皆様に以下の点にご協力をお願いします。

●診療依頼の電話は、午前８時３０分から午前９時３０分までに最寄りの家畜診療所へお願いします。
※獣医師職員数の減少に伴い、管内の診療が効率的に行えるようご協力をお願いします。
　また、診療時間を指定されましても、ご希望に添えない場合がありますが、ご了承ください。
※午前９時３０分以降の診療依頼は、急患を除き当日中に対応できない場合があります。あらかじめご了承ください。
※直接獣医師個人の携帯電話へ診療依頼することは、ご遠慮ください。
※土日祝祭日及び夜間診療に関しては、原則として急患のみの受付とさせていただきます。

●診療時には立会い、保定等をお願いします。
※個体の取り間違え防止のために診療時の立会いをお願いします。
※獣医師職員の労働災害等を未然に防ぐために、牛の保定等にご協力ください。

〇牛トレーサビリティ情報の届出について
家畜共済の引受においては、牛トレーサビリティ制度を利用して、効率的に飼養頭数を確認しています。
耳標の装着と出生・転入・転出・死亡等の各種届出は速やかに行ってください。

組合員の皆様には、ご理解を賜りますようお願いします。

「
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ま
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は
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数
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。
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介
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た
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姿
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し
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い
う
え
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ま
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感
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浴
び
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コ
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ナ
禍
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始
業
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休
校
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晩
秋
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陽
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ま
り
恋
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柿
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剥
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無
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コ
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め
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ラ
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育
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始
め
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解
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始
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岡
山
市
北
区 

長　
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さ
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岡
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市
中
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松　
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一　
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さ
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岡
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柳
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マ

陽

始

◆
新
見
産
リ
ン
ド
ウ
は
日
本
一

　
奥
山
さ
ん
は「
全
国
の
リ
ン
ド
ウ
産
地
を
視

察
し
ま
し
た
が
、品
質
は
新
見
産
リ
ン
ド
ウ
が

日
本
一
で
す
」と
自
信
を
も
っ
て
語
り
ま
す
。

　

新
見
産
リ
ン
ド
ウ
は
、夏
の
冷
涼
な
気
候

が
高
品
質
な
栽
培
に
適
し
、鮮
や
か
な
色
づ
き

と
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
が
高
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

特
に
日
持
ち
の
良
さ
に
定
評
が
あ
り
、購
入
者

か
ら
は
１
か
月
近
く
花
を
楽
し
め
た
と
い
う

声
も
上
が
る
ほ
ど
で
す
。

　

日
持
ち
の
良
さ
の
理
由
は
、圃
場
全
体
を

「
ハ
チ
ネ
ッ
ト
」で
覆
う
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

ハ
チ
の
侵
入
に
よ
る
受
粉
を
阻
害
し
、受
粉
に

伴
う
花
の
枯
れ
始
め
を
防
ぐ
こ
と
に
成
功
し

ま
し
た
。現
在
、新
見
花
き
部
会
で
は
ハ
チ
ネ
ッ

ト
の
設
置
を
徹
底
し
、日
持
ち
の
良
い
リ
ン
ド

ウ
だ
け
を
出
荷
し
て
い
ま
す
。

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

　
リ
ン
ド
ウ
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

を
受
け
ま
し
た
。奥
山
さ
ん
は「
緊
急
事
態
宣

言
が
解
除
さ
れ
た
６
月
以
降
に
出
荷
が
始
ま

り
、当
初
は
価
格
が
半
値
以
下
に
な
る
な
ど
の

最
悪
の
状
態
を
想
像
し
て
い
ま
し
た
が
、実
際

は
そ
こ
ま
で
で
は
な
か
っ
た
で
す
。最
も
需
要

の
高
い
お
盆
時
期
に
出
荷
で
き
て
安
心
し
ま
し

た
。た
だ
、結
婚
式
の
中
止
な
ど
で
、白
色
の

リ
ン
ド
ウ
だ
け
は
顕
著
に
悪
く
、近
年
ウ
ェ
デ
ィ

ン
グ
ブ
ー
ケ
の
材
料
な
ど
の
需
要
が
高
ま
っ
て

い
た
だ
け
に
、非
常
に
残
念
」と
語
り
ま
す
。

　
し
か
し
、悪
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
く
、令
和

２
年
１０
月
に
は
６
年
の
歳
月
を
か
け
て
開
発
し

た
新
見
市
独
自
の
新
品
種「
新
見
プ
レ
ミ
ア
ム

り
ん
ど
う『
奥
の
秋
風
』」が
初
出
荷
を
迎
え
ま

し
た
。新
見
花
き
部
会
全
体
で
二
千
本
を
出
荷
し
、

１
本
３
０
０

円
の
高
値
が

つ
く
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。

通
常
の
リ
ン

ド
ウ
の
約
６

倍
の
価
格
で
、

品
質
の
高
さ

が
う
か
が
え

ま
す
。

◆
部
会
長
と
し
て
の
責
任

　
新
見
花
き
部
会
長
を
務
め
る
奥
山
さ
ん
は
、

新
規
就
農
者
の
獲
得
に
意
欲
的
で
す
。１
年
目

の
リ
ン
ド
ウ
は
株
が
小
さ
く
出
荷
に
適
さ
な
い

た
め
、通
常
は
２
年
目
か
ら
の
出
荷
と
な
り
、

就
農
初
年
は
無
収
入
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
ま

す
。「
部
会
長
と
し
て
、新
規
就
農
者
に
は
生
活

で
き
る
収
入
を
稼
い
で
も
ら
う
義
務
が
あ
る
」

そ
う
考
え
た
奥
山
さ
ん
は
、１
年
目
の
株
を
無

駄
に
せ
ず
収
入
と
す
る
た
め
、自
ら
が
率
先
し

て
６
次
産
業
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
や
シ
ル

ク
を
リ
ン
ド
ウ
で
染
め
た
ス
カ
ー
フ
な
ど
、５

年
以
上
の
歳
月
を
か
け
て
商
品
開
発
を
行
い

ま
し
た
。試
験
販
売
や
販
路
の
確
保
な
ど
も
、

自
身
の
農
作
業
や
部
会
長
と
し
て
の
業
務
の

合
間
を
縫
い
、精
力
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

試
験
販
売
の
売
れ
行
き
は
非
常
に
好
調
で
、

奥
山
さ
ん
は
需
要
を
実
感
し
ま
し
た
。し
か
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
令
和
２

年
は
リ
ン
ド
ウ
の
P
R
が
全
く
で
き
な
か
っ
た

と
悔
し
い
思
い
を
語
り
、今
年
こ
そ
は
と
意
欲

を
見
せ
ま
す
。

　
「
リ
ン
ド
ウ
生
産
者
は
、高
齢
化
で
全
国
的

に
減
少
し
て
い
ま
す
。西
日
本
一
の
産
地
と
し

て
リ
ン
ド
ウ
を
安
定
出
荷
す
る
た
め
、新
規
就

農
者
の
獲
得
は
必
須
で
す
。そ
の
た
め
に
は
安

定
し
た
収
入
を
得
る
だ
け
の
土
台
を
作
り
、

『
稼
げ
る
』品
目
と
し
て
呼
び
込
ま
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。私
が
道
を
作
れ
ば
後
の
人
の
た

め
に
な
る
。新
規
就
農
者
が『
リ
ン
ド
ウ
農
家

に
な
っ
て
稼
げ
た
』と
言
え
る
よ
う
に
し
た
い

で
す
ね
」と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

リンドウについての思いを語る奥山亮さん▶

リ
ン
ド
ウ
は
品
種
に
よ
っ
て
咲
き
方

が
違
い
、サ
サ
リ
ン
ド
ウ
系
は
蕾
が

開
き
、エ
ゾ
リ
ン
ド
ウ
系
は
開
か
ず

に
咲
く
そ
う
で
す
！
ぜ
ひ
購
入
し
て

確
か
め
て
み
て
く
だ
さ
い
！

頑張ってます！頑張ってます！

↑出荷を待つリンドウたち

お
く　

あ
き
か
ぜ

西日本一のリンドウ産地として、年間約１００万本を出荷する
新見市で、JA晴れの国岡山新見花き部会長を務め、
リンドウ専業農家として活躍する奥山亮さん（44）を紹介
します。

おくやま　りょう

↑「奥の秋風」の
　ドライフラワー

↑新品種「奥の秋風」

↑リンドウ染めのスカーフ

←ドライフラワー
　を使用した
　飾り物
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　現金納入での支払忘れ等を未然に防止
するため、掛金等の納入にはできるだけ
口座振替をお願いします。
　現在口座振替を行っていない方や、
登録済みの口座や名義の変更をご希望の
方は「口座振替依頼書」を金融機関、もし
くはお近くのNOSAIまでご提出ください。
※「口座振替依頼書」が必要な方はお近くのNOSAIまでご連絡ください。

口座振替への切替をお願いします
令和３年４月１日より、
事務所が下記の住所に移転します。
住　　所　高梁市落合町近似267-29
　　　　　（西部家畜診療所２階）
電話番号　0866（21）0350　　
F A X　0866（22）3456
（電話番号・FAX番号の変更はありません）

高梁支所が移転します

家 畜 共 済
〇家畜診療所からのお願いについて
診療依頼や診療時について、組合員の皆様に以下の点にご協力をお願いします。
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●診療時には立会い、保定等をお願いします。
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家畜共済の引受においては、牛トレーサビリティ制度を利用して、効率的に飼養頭数を確認しています。
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組合員の皆様には、ご理解を賜りますようお願いします。
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あ
り

始
業
ベ
ル　

姿
勢
正
し
て　

あ
い
う
え
お

一
日
の　

始
ま
り
感
じ　

陽
を
浴
び
る

コ
ロ
ナ
禍
で　

始
業
式
後
は　

休
校
に

晩
秋
の　

陽
だ
ま
り
恋
し　

柿
を
剥
く

土
無
縁　

コ
ロ
ナ
で
始
め
た　

プ
ラ
ン
タ
ー

子
育
て
で　

始
め
て
解
か
る　

父
母
の
思

ミ
ニ
菜
園　

始
め
て
楽
し　

四
季
の
味

豊
作
を　

目
指
し
て
祖
母
の　

陽
焼
け
顔

年
始
め　

コ
ロ
ナ
よ
去
れ
と　

お
賽
銭

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

岡
山
市
北
区 

長　
尾　
　
　
聰 

さ
ん

岡
山
市
中
区 

松　
本　
一　
朗 

さ
ん

岡
山
市
南
区 

吉　
見　
純　
子 

さ
ん

備
前
市 

平　
尾　
愛　
子 

さ
ん

和
気
町 

今　
田　
明　
男 

さ
ん

倉
敷
市 

加　
藤　
紀
久
恵 

さ
ん

総
社
市 

平　
田　
　
　
昇 

さ
ん

井
原
市 

窪　
木　
　
　
渉 

さ
ん

笠
岡
市 

石　
井　
桂　
子 

さ
ん

矢
掛
町 

加　
藤　
光　
子 

さ
ん

高
梁
市 

川　
﨑　
光　
治 

さ
ん

新
見
市 

藤　
井　
峯　
子 

さ
ん

真
庭
市 

尾　
﨑　
延　
一 

さ
ん

真
庭
市 

石　
原　
敏　
彦 

さ
ん

津
山
市 

智　
和　
　
　
正 

さ
ん

津
山
市 

二　
浦　
　
　
友 

さ
ん

勝
央
町 

横　
川　
　
　
修 

さ
ん

勝
央
町 

古　
山　
恵
美
子 

さ
ん

美
作
市 

下　
山　
栄
美
子 

さ
ん

美
作
市 

谷　
口　
　
　
亘 

さ
ん

川
柳
川
柳

テ
ー
マ

陽

始

◆
新
見
産
リ
ン
ド
ウ
は
日
本
一

　
奥
山
さ
ん
は「
全
国
の
リ
ン
ド
ウ
産
地
を
視

察
し
ま
し
た
が
、品
質
は
新
見
産
リ
ン
ド
ウ
が

日
本
一
で
す
」と
自
信
を
も
っ
て
語
り
ま
す
。

　

新
見
産
リ
ン
ド
ウ
は
、夏
の
冷
涼
な
気
候

が
高
品
質
な
栽
培
に
適
し
、鮮
や
か
な
色
づ
き

と
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
が
高
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

特
に
日
持
ち
の
良
さ
に
定
評
が
あ
り
、購
入
者

か
ら
は
１
か
月
近
く
花
を
楽
し
め
た
と
い
う

声
も
上
が
る
ほ
ど
で
す
。

　

日
持
ち
の
良
さ
の
理
由
は
、圃
場
全
体
を

「
ハ
チ
ネ
ッ
ト
」で
覆
う
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

ハ
チ
の
侵
入
に
よ
る
受
粉
を
阻
害
し
、受
粉
に

伴
う
花
の
枯
れ
始
め
を
防
ぐ
こ
と
に
成
功
し

ま
し
た
。現
在
、新
見
花
き
部
会
で
は
ハ
チ
ネ
ッ

ト
の
設
置
を
徹
底
し
、日
持
ち
の
良
い
リ
ン
ド

ウ
だ
け
を
出
荷
し
て
い
ま
す
。

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

　
リ
ン
ド
ウ
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

を
受
け
ま
し
た
。奥
山
さ
ん
は「
緊
急
事
態
宣

言
が
解
除
さ
れ
た
６
月
以
降
に
出
荷
が
始
ま

り
、当
初
は
価
格
が
半
値
以
下
に
な
る
な
ど
の

最
悪
の
状
態
を
想
像
し
て
い
ま
し
た
が
、実
際

は
そ
こ
ま
で
で
は
な
か
っ
た
で
す
。最
も
需
要

の
高
い
お
盆
時
期
に
出
荷
で
き
て
安
心
し
ま
し

た
。た
だ
、結
婚
式
の
中
止
な
ど
で
、白
色
の

リ
ン
ド
ウ
だ
け
は
顕
著
に
悪
く
、近
年
ウ
ェ
デ
ィ

ン
グ
ブ
ー
ケ
の
材
料
な
ど
の
需
要
が
高
ま
っ
て

い
た
だ
け
に
、非
常
に
残
念
」と
語
り
ま
す
。

　
し
か
し
、悪
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
く
、令
和

２
年
１０
月
に
は
６
年
の
歳
月
を
か
け
て
開
発
し

た
新
見
市
独
自
の
新
品
種「
新
見
プ
レ
ミ
ア
ム

り
ん
ど
う『
奥
の
秋
風
』」が
初
出
荷
を
迎
え
ま

し
た
。新
見
花
き
部
会
全
体
で
二
千
本
を
出
荷
し
、

１
本
３
０
０

円
の
高
値
が

つ
く
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。

通
常
の
リ
ン

ド
ウ
の
約
６

倍
の
価
格
で
、

品
質
の
高
さ

が
う
か
が
え

ま
す
。

◆
部
会
長
と
し
て
の
責
任

　
新
見
花
き
部
会
長
を
務
め
る
奥
山
さ
ん
は
、

新
規
就
農
者
の
獲
得
に
意
欲
的
で
す
。１
年
目

の
リ
ン
ド
ウ
は
株
が
小
さ
く
出
荷
に
適
さ
な
い

た
め
、通
常
は
２
年
目
か
ら
の
出
荷
と
な
り
、

就
農
初
年
は
無
収
入
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
ま

す
。「
部
会
長
と
し
て
、新
規
就
農
者
に
は
生
活

で
き
る
収
入
を
稼
い
で
も
ら
う
義
務
が
あ
る
」

そ
う
考
え
た
奥
山
さ
ん
は
、１
年
目
の
株
を
無

駄
に
せ
ず
収
入
と
す
る
た
め
、自
ら
が
率
先
し

て
６
次
産
業
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
や
シ
ル

ク
を
リ
ン
ド
ウ
で
染
め
た
ス
カ
ー
フ
な
ど
、５

年
以
上
の
歳
月
を
か
け
て
商
品
開
発
を
行
い

ま
し
た
。試
験
販
売
や
販
路
の
確
保
な
ど
も
、

自
身
の
農
作
業
や
部
会
長
と
し
て
の
業
務
の

合
間
を
縫
い
、精
力
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

試
験
販
売
の
売
れ
行
き
は
非
常
に
好
調
で
、

奥
山
さ
ん
は
需
要
を
実
感
し
ま
し
た
。し
か
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
令
和
２

年
は
リ
ン
ド
ウ
の
P
R
が
全
く
で
き
な
か
っ
た

と
悔
し
い
思
い
を
語
り
、今
年
こ
そ
は
と
意
欲

を
見
せ
ま
す
。

　
「
リ
ン
ド
ウ
生
産
者
は
、高
齢
化
で
全
国
的

に
減
少
し
て
い
ま
す
。西
日
本
一
の
産
地
と
し

て
リ
ン
ド
ウ
を
安
定
出
荷
す
る
た
め
、新
規
就

農
者
の
獲
得
は
必
須
で
す
。そ
の
た
め
に
は
安

定
し
た
収
入
を
得
る
だ
け
の
土
台
を
作
り
、

『
稼
げ
る
』品
目
と
し
て
呼
び
込
ま
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。私
が
道
を
作
れ
ば
後
の
人
の
た

め
に
な
る
。新
規
就
農
者
が『
リ
ン
ド
ウ
農
家

に
な
っ
て
稼
げ
た
』と
言
え
る
よ
う
に
し
た
い

で
す
ね
」と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

リンドウについての思いを語る奥山亮さん▶

リ
ン
ド
ウ
は
品
種
に
よ
っ
て
咲
き
方

が
違
い
、サ
サ
リ
ン
ド
ウ
系
は
蕾
が

開
き
、エ
ゾ
リ
ン
ド
ウ
系
は
開
か
ず

に
咲
く
そ
う
で
す
！
ぜ
ひ
購
入
し
て

確
か
め
て
み
て
く
だ
さ
い
！

頑張ってます！頑張ってます！

↑出荷を待つリンドウたち

お
く　

あ
き
か
ぜ

西日本一のリンドウ産地として、年間約１００万本を出荷する
新見市で、JA晴れの国岡山新見花き部会長を務め、
リンドウ専業農家として活躍する奥山亮さん（44）を紹介
します。

おくやま　りょう

↑「奥の秋風」の
　ドライフラワー

↑新品種「奥の秋風」

↑リンドウ染めのスカーフ

←ドライフラワー
　を使用した
　飾り物
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ン
神
代
」が
営
業
し
て
い
ま
す
。サ
イ
コ
ロ

ス
テ
ー
キ
ラ
ン
チ
を
は
じ
め
、ハ
ン
バ
ー
グ

ラ
ン
チ
、ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
ラ
ン
チ
な
ど
、黒

毛
和
牛
の
赤
身
肉
を
味
わ
え
る
メ
ニ
ュ
ー
が

そ
ろ
っ
て
お
り
、肉
本
来
の
旨
味
を
堪
能
で

き
ま
す
。

　

新
見
市
に
お
越
し
の
際
は
是
非
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。大
き
な
水
車
が
目
印
で
す
。

　
新
見
市
神
郷
の「
日
本
一
の
親
子
孫
水
車
・

紙
の
館
」は
、国
道
１
８
２
号
を
広
島
県
へ

向
か
う
道
沿
い
に
あ
り
、大
き
な
三
連
の
水

車
が
目
を
引
く
公
園
で
す
。

　

大
き
さ
は
一
番
大
き
い
親
水
車
が
直
径

１３
．６
ｍ
も
あ
り
、
子
水
車
６
ｍ
、
孫
水
車

４
．５
ｍ
を
引
き
連
れ
、悠
然
と
回
っ
て
い
ま

す
。神
郷
地
区
で
は
奈
良
・
平
安
時
代
、和

紙
の
生
産
が
盛
ん
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、公

園
内
に
当
時
の
雰
囲
気
を
再
現
し
て
お
り
、

和
紙
の
生
産
過
程
が
体
験
で
き
る
和
紙
作

り
体
験
が
で
き
ま
す
。

　
公
園
内
で
は
、キ
ッ
チ
ン
カ
フ
ェ「
キ
ッ
チ

　
「
愛
の
村
パ
ー
ク
」は
、岡
山
県
北
東
部
の

美
作
市
東
粟
倉
地
域
に
あ
る
温
泉
を
中
心

と
し
た
施
設
で
、県
内
最
高
峰
の「
後
山
」の

麓
で
四
季
の
移
り
変
わ
り
を
感
じ
ら
れ
る

景
勝
地
に
あ
り
ま
す
。

　
本
館
の
売
店
で
は
、地
元
の
旬
の
野
菜
を

は
じ
め
、味
噌
な
ど
の
加
工
品
、後
山
か
ら

湧
き
出
る
天
然
水「
愛
の
水
」を
使
っ
た
杵
つ

き
餅
や
手
延
べ
そ
う
め
ん
な
ど
、様
々
な
特

産
物
も
販
売
し
て
い
ま
す
。ま
た
、愛
の
水
は

近
く
の
給
水
施
設
か
ら
、20
リ
ッ
ト
ル
１
０
０

円
で
汲
ん
で
持
ち
帰
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

周
辺
に
は
、東
粟
倉
の
シ
ン
ボ
ル「
愛
の

鐘
」が
あ
る
ベ
ル
ピ
ー
ル
自
然
公
園
、後
山

も
み
じ
苑
な
ど
見
所
も
多
彩
で
す
。

　
本
館
と
コ
テ
ー
ジ
で
は
宿
泊
が
可
能
で
、

天
然
温
泉
の
展
望
露
天
風
呂
も
あ
り
ま
す

の
で
、東
粟
倉
へ
お
越
し
の
際
は
是
非
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

愛
の
村
パ
ー
ク

住　
所　
美
作
市
後
山
１
８
７
２

電　
話　
０
８
６
８
ー
７
８
ー
０
２
０
２

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

定
休
日　
水
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

【
営
業
内
容
】

　
売
店

　
レ
ス
ト
ラ
ン　
ベ
ー
ル・ド
ー

　
愛
の
村
温
泉「
湯・楽・里・愛
」

　
宿
泊（
本
館・コ
テ
ー
ジ
）

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

（
営
業
時
間
等
に
つ
い
て
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
の
た
め
変
更
に
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。ご
利
用
の
際
は
ご
確
認
く
だ
さ
い
。）

日
本一の
親
子
孫
水
車
・
紙
の
館

住　
所　
新
見
市
神
郷
下
神
代
１
９
７
７
ー
１

電　
話　
０
８
６
７
ー
９
２
ー
６
５
７
７

定
休
日　
水
曜
日
、
年
末
年
始

【
営
業
内
容
】

　
和
紙
作
り
体
験

　
（
要
予
約
・
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

　
　
だ
さ
い
。）

　
キ
ッ
チ
ン
カ
フ
ェ
「
キ
ッ
チ
ン
神
代
」

　
　
カ
フ
ェ
：
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

　
　
ラ
ン
チ
：
午
前
11
時
〜
午
後
2
時

し
ん
ご
う

ひ
が
し
あ
わ
く
ら

う
し
ろ
や
ま

http://w
w
w
.ainom

ura.jp/

ゆ　
　
ら　
　
り　
　
あ

甘
く
て
瑞
々
し
い
い
ち
ご
を
、
是
非
ご
堪

能
く
だ
さ
い
。

　
倉
敷
市
早
高
の
大
き
な
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
「
安
原
観
光
い
ち
ご
園
」
で
は
、
い
ち

ご
狩
り
が
楽
し
め
ま
す
。
品
種
は
、「
章
姫
」

「
紅
ほ
っ
ぺ
」「
よ
つ
ぼ
し
」
で
す
。

　
園
主
の
安
原
雅
士
さ
ん
は
、
美
味
し
い

い
ち
ご
作
り
や
岡
山
の
い
ち
ご
を
皆
様
に

知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
地
域
の
い
ち
ご
園
と

連
携
し
、
常
に
上
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

　
当
日
に
思
い
立
っ
て
足
を
運
ん
で
く
れ
た

方
が
楽
し
め
る
よ
う
、
予
約
制
に
は
し
て

い
ま
せ
ん
。
入
園
は
１０
歳
以
上
と
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
ゆ
っ
く
り
落
ち
着
い
て
味

わ
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　
ハ
ウ
ス
に
入
る
前
か
ら
、
い
ち
ご
の
良

い
香
り
に
魅
了
さ
れ
、
味
わ
う
と
さ
ら
に

安
原
観
光
い
ち
ご
園

住　
所　
倉
敷
市
早
高
４
３
３

電　
話　
０
８
６
ー
４
８
２
ー
０
９
９
０

営
業
時
間

　
１
月
末
〜
５
月
中
旬
頃

午
前
１０
時
〜
熟
れ
た
い
ち
ご
が
無
く
な

る
ま
で

　
※
先
着
順

料　
金　
１
人
：
１
，６
０
０
円（
税
込
）（一
律
）

　
　
　
　
※
９
歳
以
下
は
入
園
不
可

時
間
制
限　
４０
分
間

注
）コ
ロ
ナ
対
策
の
人
数
制
限
が
あ
る
た
め
、

訪
問
前
に
お
電
話
に
て
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

あ
き
ひ
め

や
す
は
ら
ま
さ
し

べ
に

こ
う
じ
ろ

ふ
も
と

支所管内でノーサイくんが探検したおすすめスポットを紹介します。
今回は「倉敷支所」「新見支所」「勝英支所」管内を紹介します。

▲入浴後の「愛の水」のお冷は格別！

▲地元農家で愛情込めて作った野菜がお買い得！

ノーサイくん探検MAPノーサイくん探検MAP

勝
英
支
所（
美
作
市
）

愛
の
村
パ
ー
ク

▲水車を中心に公園が整備されています

▲こののれんが目印です

新
見
支
所（
新
見
市
）

日
本
一
の
親
子
孫
水
車
・
紙
の
館

▲ハウスの中は春のような暖かさ

▲水耕栽培なので楽な姿勢で
　ゆっくり楽しめます

▲地域のケーキ屋さんで味わえる
　「いちごロール」

▲ハウス内のいちご

倉
敷
支
所（
倉
敷
市
）

安
原
観
光
い
ち
ご
園

1011

倉敷支所倉敷支所

新見支所新見支所
勝英支所勝英支所

ン
神
代
」が
営
業
し
て
い
ま
す
。サ
イ
コ
ロ

ス
テ
ー
キ
ラ
ン
チ
を
は
じ
め
、ハ
ン
バ
ー
グ

ラ
ン
チ
、ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
ラ
ン
チ
な
ど
、黒

毛
和
牛
の
赤
身
肉
を
味
わ
え
る
メ
ニ
ュ
ー
が

そ
ろ
っ
て
お
り
、肉
本
来
の
旨
味
を
堪
能
で

き
ま
す
。

　

新
見
市
に
お
越
し
の
際
は
是
非
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。大
き
な
水
車
が
目
印
で
す
。

　
新
見
市
神
郷
の「
日
本
一
の
親
子
孫
水
車
・

紙
の
館
」は
、国
道
１
８
２
号
を
広
島
県
へ

向
か
う
道
沿
い
に
あ
り
、大
き
な
三
連
の
水

車
が
目
を
引
く
公
園
で
す
。

　

大
き
さ
は
一
番
大
き
い
親
水
車
が
直
径

１３
．６
ｍ
も
あ
り
、
子
水
車
６
ｍ
、
孫
水
車

４
．５
ｍ
を
引
き
連
れ
、悠
然
と
回
っ
て
い
ま

す
。神
郷
地
区
で
は
奈
良
・
平
安
時
代
、和

紙
の
生
産
が
盛
ん
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、公

園
内
に
当
時
の
雰
囲
気
を
再
現
し
て
お
り
、

和
紙
の
生
産
過
程
が
体
験
で
き
る
和
紙
作

り
体
験
が
で
き
ま
す
。

　
公
園
内
で
は
、キ
ッ
チ
ン
カ
フ
ェ「
キ
ッ
チ

　
「
愛
の
村
パ
ー
ク
」は
、岡
山
県
北
東
部
の

美
作
市
東
粟
倉
地
域
に
あ
る
温
泉
を
中
心

と
し
た
施
設
で
、県
内
最
高
峰
の「
後
山
」の

麓
で
四
季
の
移
り
変
わ
り
を
感
じ
ら
れ
る

景
勝
地
に
あ
り
ま
す
。

　
本
館
の
売
店
で
は
、地
元
の
旬
の
野
菜
を

は
じ
め
、味
噌
な
ど
の
加
工
品
、後
山
か
ら

湧
き
出
る
天
然
水「
愛
の
水
」を
使
っ
た
杵
つ

き
餅
や
手
延
べ
そ
う
め
ん
な
ど
、様
々
な
特

産
物
も
販
売
し
て
い
ま
す
。ま
た
、愛
の
水
は

近
く
の
給
水
施
設
か
ら
、20
リ
ッ
ト
ル
１
０
０

円
で
汲
ん
で
持
ち
帰
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

周
辺
に
は
、東
粟
倉
の
シ
ン
ボ
ル「
愛
の

鐘
」が
あ
る
ベ
ル
ピ
ー
ル
自
然
公
園
、後
山

も
み
じ
苑
な
ど
見
所
も
多
彩
で
す
。

　
本
館
と
コ
テ
ー
ジ
で
は
宿
泊
が
可
能
で
、

天
然
温
泉
の
展
望
露
天
風
呂
も
あ
り
ま
す

の
で
、東
粟
倉
へ
お
越
し
の
際
は
是
非
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

愛
の
村
パ
ー
ク

住　
所　
美
作
市
後
山
１
８
７
２

電　
話　
０
８
６
８
ー
７
８
ー
０
２
０
２

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

定
休
日　
水
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

【
営
業
内
容
】

　
売
店

　
レ
ス
ト
ラ
ン　
ベ
ー
ル・ド
ー

　
愛
の
村
温
泉「
湯・楽・里・愛
」

　
宿
泊（
本
館・コ
テ
ー
ジ
）

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

（
営
業
時
間
等
に
つ
い
て
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
の
た
め
変
更
に
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。ご
利
用
の
際
は
ご
確
認
く
だ
さ
い
。）

日
本一の
親
子
孫
水
車
・
紙
の
館

住　
所　
新
見
市
神
郷
下
神
代
１
９
７
７
ー
１

電　
話　
０
８
６
７
ー
９
２
ー
６
５
７
７

定
休
日　
水
曜
日
、
年
末
年
始

【
営
業
内
容
】

　
和
紙
作
り
体
験

　
（
要
予
約
・
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

　
　
だ
さ
い
。）

　
キ
ッ
チ
ン
カ
フ
ェ
「
キ
ッ
チ
ン
神
代
」

　
　
カ
フ
ェ
：
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

　
　
ラ
ン
チ
：
午
前
11
時
〜
午
後
2
時

し
ん
ご
う

ひ
が
し
あ
わ
く
ら

う
し
ろ
や
ま

http://w
w
w
.ainom

ura.jp/

ゆ　
　
ら　
　
り　
　
あ

甘
く
て
瑞
々
し
い
い
ち
ご
を
、
是
非
ご
堪

能
く
だ
さ
い
。

　
倉
敷
市
早
高
の
大
き
な
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
「
安
原
観
光
い
ち
ご
園
」
で
は
、
い
ち

ご
狩
り
が
楽
し
め
ま
す
。
品
種
は
、「
章
姫
」

「
紅
ほ
っ
ぺ
」「
よ
つ
ぼ
し
」
で
す
。

　
園
主
の
安
原
雅
士
さ
ん
は
、
美
味
し
い

い
ち
ご
作
り
や
岡
山
の
い
ち
ご
を
皆
様
に

知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
地
域
の
い
ち
ご
園
と

連
携
し
、
常
に
上
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

　
当
日
に
思
い
立
っ
て
足
を
運
ん
で
く
れ
た

方
が
楽
し
め
る
よ
う
、
予
約
制
に
は
し
て

い
ま
せ
ん
。
入
園
は
１０
歳
以
上
と
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
ゆ
っ
く
り
落
ち
着
い
て
味

わ
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　
ハ
ウ
ス
に
入
る
前
か
ら
、
い
ち
ご
の
良

い
香
り
に
魅
了
さ
れ
、
味
わ
う
と
さ
ら
に

安
原
観
光
い
ち
ご
園

住　
所　
倉
敷
市
早
高
４
３
３

電　
話　
０
８
６
ー
４
８
２
ー
０
９
９
０

営
業
時
間

　
１
月
末
〜
５
月
中
旬
頃

午
前
１０
時
〜
熟
れ
た
い
ち
ご
が
無
く
な

る
ま
で

　
※
先
着
順

料　
金　
１
人
：
１
，６
０
０
円（
税
込
）（一
律
）

　
　
　
　
※
９
歳
以
下
は
入
園
不
可

時
間
制
限　
４０
分
間

注
）コ
ロ
ナ
対
策
の
人
数
制
限
が
あ
る
た
め
、

訪
問
前
に
お
電
話
に
て
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

あ
き
ひ
め

や
す
は
ら
ま
さ
し

べ
に

こ
う
じ
ろ

ふ
も
と

支所管内でノーサイくんが探検したおすすめスポットを紹介します。
今回は「倉敷支所」「新見支所」「勝英支所」管内を紹介します。

▲入浴後の「愛の水」のお冷は格別！

▲地元農家で愛情込めて作った野菜がお買い得！

ノーサイくん探検MAPノーサイくん探検MAP

勝
英
支
所（
美
作
市
）

愛
の
村
パ
ー
ク

▲水車を中心に公園が整備されています

▲こののれんが目印です

新
見
支
所（
新
見
市
）

日
本
一
の
親
子
孫
水
車
・
紙
の
館

▲ハウスの中は春のような暖かさ

▲水耕栽培なので楽な姿勢で
　ゆっくり楽しめます

▲地域のケーキ屋さんで味わえる
　「いちごロール」

▲ハウス内のいちご

倉
敷
支
所（
倉
敷
市
）

安
原
観
光
い
ち
ご
園

1011

倉敷支所倉敷支所

新見支所新見支所
勝英支所勝英支所


